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　　　　The 　purposeful　rational 　design　of 　insect　control 　che 田 icals　was 　based 　on 　studies 　of　the
皿 echanism 　and 　selectivity 　of 　insecticide　action 　and 　of　the　chemical 　basis　of 　insect　behavior ．
1．TQxicologicaユ studies 　on 　insecticides．　 Studies　on 　structure −activity 　relationships 　of　nicoti −
noids 　demonstrated 　that 　the 　active 　nicotinoids 　should 　resemble 　acetylcholine 　with 　respect 　to
their 　conformation 　and 　electronic 　makeup ，　 The 　mode 　Qf　insecticidal 　action 　elucidated 　provided
the　basis　for　developing 　new 　nitrogen −containing 　insecticides．　 Investigations　on 　the　fate　of
rotenone 　in　various 　biological　 and 　photodecomposition　systems 　and 　synthesis 　 of　its　trans−

formation 　products ，　as 　well 　as 　all　possible　stereoisomers 　of 　rotenone ，　enabled 　the　analysis 　of

the　essential 　feature　necessary 　for　exerting 　its　toxic　action ．　A 　stereostructure 　defined　by 　a

6aβ，12aβ一con 丘guration 　and 　hydrophobicity 　were 　essential ．　 Also　elucidation 　of　the　metabolic

pathways 　of　natural 　and 　 certain 　synthetic 　pyre 士hroids　for皿 ed 　the　basis　for　understanding

selectivity ．　 resistance 　 mechanisms ，　 synergism 　 and ，　 with 　information 　on 　 photoconversion ，
plovided 　the　groundwork　for　developing 　photostable 　pyrethroids．　 Reexamination 　of 　carba −

mates 　led　to　the　finding　of 　N −propylcarba 皿 ates ，　whose 　action 　was 　negatively 　correlated 　with

the　development 　of　resistance 　of 　the　green　rice 　leafhopper 　to　N −methylcarba 皿 ates ，　 Recogni −

tion　of　the　mechanism 　 of 　action 　which 　involves　the　interaction　 with 　altered 　 acetylcholin −

esterase 　led　to　the 　development 　of 　new 　anti −resistance 　insecticides．　 Thorough 　examination

of 　the　act 董vation 　and 　deactivation　reactions 　of 　thiono −　or 　thiolo−phosphorus 　insecticides
indicated　the　involvement 　of 　phosl〕horus 　oxythionate 　or 　sulfoxide 　inter皿 ediates ．　 Such 　inter一
皿 ediates 　explained 　 various 　chemical 　and 　toxicological　results

，
　and 　provided 　clues 　for　develop−

mg 　new 　organophosphorus 　insecticides．　 II．　Che 皿 ical−ecological 　studies 　on 　insect　behavior ．
Ca 〃osobruchus 　chinensis 　and 　C．　mae ％latus　have 　developed　a 　strategy 　to　 reduce 　competition

among 　Iarvae　and 　to　nlaximally 　utilize 　the　host　bean ，　first　by 　marking 　the　beans　With　exudates

from 　their　bodies　and 　then 　ki11血 g　the　excess 　eggs 　using 　the　same 　substances 　at 　accu 皿 ulated

doses．　 For 　mating ，　C ．　chinensis 　was 　iound 　to　produce 　a 　pheromone 　which 　induced 　the　male 　to
extrude 　h旭 genital　organ 　and 　to 　copulate 　with 　the　female ．　All　these　ecoche 皿 icals　were 　iden−

ti負ed 　and 　their　use 　for　controlling 　the　bean　weevil 　is　being　developed ．　 Sitophilus　geamais

infests　corn ，　 wheat 　and 　rice 　grains．　 Chemical　factors　which 　cause 　such 　olfactory 　responses

were 　identi且ed ，　 Also，　c正iemical 　factors　which 　cause 　attraction 　of　the　cheese 　mite ，　Tyrophagus
lbwtreseentiae，　to　cheese 　and 　other 　dairy　and 　fermented 　food　products　were 　identi丘ed ．　 Some
work 　has　been 　done 　on 士he　defence　substances 　produced 　by 　several 　Japanese　 stink 　bugs ，
Carabtss　preeeruJus　and 　Damaster 　blaf）toides　oxuroides ，　as　well 　as 　the　osmeterium 　secretion 　of

the　caterpillars 　of　swallowtail 　butter且ies，　 and 　the　trai1−following　pheromone 　of　a　Japanese
termite，　Reticulitermes　sPeratus ．
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　農薬が作物保護 に お い て 果た す役割は 大 で あ るが ，殺

生剤で あ る従来型農薬 の 従来方 式に よ る開発は し だい に

困難 と な りい ま や 発想 の 転換 が 求 め ら れ つ つ あ る．著者

は殺虫剤 の 作用 ・選択毒性機構を探 り， 他方害虫生態の

化学的 基礎を 解明 し，こ れ に 基 づ く化学的害虫防除法 へ

の合理 的 ア プ ロ
ー

チ を試 み て きた が
，

こ の 間多数 の 先駆

的 知見を得た．

殺虫剤の毒理学 的研究
4i・53）

　天 然 物 は そ れ 自体農薬資源 で あ る場合 もあ る が，む し

ろ新農薬 の 原型
・
発想源 と し て の 意義 が 大 き い ．時に 想

像に 余 る構造 をもち，しか もそ の 複雑な 構 造 が 自然条件

下存在 し うる こ とを保証 し て い る，天然物の 活性 ・自然

分解性 の ゆえ ん を究め て合成物 の 中 に そ の 知見を取 り込

む こ とが で き，ま た 天然物 を補強す る こ と も で き る．著

者 は ニ コ チ ソ
，

ピ レ ス リソ ，ロ テ ノ ン に つ き こ の よ うな

研究 を実施 し た ．天然物 ・合成物を問わず取 りだ した 作

用点 を用 い て 構造活性相 関 ・作用機構 の 研究 を 緻密 に 行

な い ， ま た 物 瞬 γ o の 系 を用 い て 薬剤 の 代謝経路 を 明確

に し ， そ の 系列か ら よ り優 れ た薬剤 を 見 い だす試 み を カ

ーパ メ ート剤，有機 リン 剤 に つ い て も実施 し た．

　1．　ニ コ チ ン
t’4’T−9’12−14’s9”42’些5’51 ’54）

　構造改変 に よ る 新殺 虫剤 づ く りは 従来 不 成功 で あ っ

た．著者は殺虫カ
ー
構造 の 関係 か ら 3一ピ リジ ル メ チ ル ア

ミ ン 部分 が 活性発現 の 必須構造 で あ る こ と を帰納 した ．

こ こ で ア ミ ノ 窒素 の 塩基性 は 大 （pKa
’

〉約 7） で あるが

四級 で あ っ て は な ら な い ．こ の 知見 に 基 づ き多 くの ア ミ

ン 類 を 合成 し ， 殺虫力の あ る化合物を多数 み い だ した ．

pKa が 大な ニ コ チ ノ イ ドは 虫体 内で 大部分 イ オ ン 形 で

存在す る こ と か ら ， そ の イ オ ソ 形 が 活性形 と推察さ れ

た．そ こ で 約 40 の ニ コ チ ノ イ ド，
ピ リジ ル ア ル キ ル ア

ミ ン 類 を用 い て 殺虫力 ， ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラーぜ

（レ セ プ タ ーモ デル と し て ）阻害力と構造 と の 相関を明確

に した．さ ら に置換基定数を用 い て 構造活性相関 を定量

的 に 扱 っ た 結果 ，レ セ プ タ
ー

の 陰性部位 と ニ コ チ ニ ウ ム

イ ナ ン と の 静電的相互作用 が 裏づ けられ た ．殺虫作 用 に

は ， 非イオ ン 形が有利な作用点 へ の 到達過 程 と ， イオ ン

形 が 働く作用部位 で の 相 互 作用 と の 二 つ の 過程 が 関与す

る．本研究に よ り従来矛盾 の 多か っ た ニ コ チ ソ の 殺虫機

構が 明解 に な っ た ．ニ コ チ ノ イ ドは イ オ ン 化 し なけれ ば

作用点 と作用 せ ず ， 他方 イ オ ソ 化すれ ば 作用点 へ の 浸透

が 不 利 と い う宿命が あ り ， 以上 の なか か ら実用化 さ れ た

も の は な い ．し か し殺虫 効 果 が 特異 な カ ル タ ヅ プや害虫

行動を み だ すク P ル ジメ ホ ル ム が そ の 後出現 し ，
ニ コ チ

ン との 類似性 が 著者 に よ り指摘され ，こ うい っ た含窒素

殺 虫剤の 今後 の 発展が 期待 され る よ うに な っ た ．

　2．　ピ レス リン
5・te・tl・t5，2s・25・31・3s ・

42
・
43

・
15 −49 ・5t ・

54）

　 ピ レ ス リン は 安全性 が 高 い 殺虫剤の代表 で あ る が 効 力

を 限定す る
一

要因 と し て 虫体 内解毒があ り，従来厳密な

証拠な しに エ ス テ ル 結合の 加水分解 が 記載 さ れ て い た ，

比放射能が 高く立体化学的 に 純な
UC 一

標 識 ピ レ ス リ ソ

1，ア レ ス リン ， ジ メ ス リ ソ，テ トラ メ ス リ ソ の 合成 ，

イ エ バ エ 腹部磨 砕 物一NADPH 系 か らな る in　vitro 　nt素

系 の 供 与 ， 微量代謝物の 構造決定 の た め の 独自 の 方法 の

開 発 に よ りこ れ ら
一連の ピ VXP イ ドの 酸 化的代謝経路

が 初 め て 解明さ れ た ．ア レ ス リ ン か ら の 10 以 上 の 代謝

物 に つ きエ ス テ ル 結合 の 開裂 は ま っ た くない こ とが 証 明

され た．主代 謝物は菊酸部分末端 の メ チ ル 基 が カ ル ボ キ

シ ル 基 に 酸化 され た もの で あ り ， ま た こ れ に 至 る ア ル コ

ール
，

ア ル デ ヒ ド中間体 も見 い だ さ れ た ．ま た共力剤 の

効 果の 解析 か らア ル コ ール 部分 も酸化 をうけ る こ とが わ

か っ た ．そ の 他 の ピ レ ス ロ イ ドに つ い て も同様 の 知見 が

得られ た ．本研究は 選択毒性，抵抗性 の 機構 ， 共力剤 の

作用機搆研究 の 基礎 と な っ た の み な らず ，
ピ レ ス ロ イ ド

の 光分解経路 に も示唆 を与え ， 代謝 に お け る と 同様酸部

と ア ル コ
ール 部が 分子上 の 弱点 で あ る こ とが 判明 し，こ

の 研究を引き継 い だ M ・Elliottは 弱点 をマ ス ク した パ ー

メ ス リソ を デ ザ イ ン し ， 農 業 用 に 使 え る 安定化 ピ レ ス ロ

イ ドの 端緒を開 い た．他方著者 は β
一
シ ク ロ デ キ ス ト リ

ン で 光 に 弱 い ピ レ ス ロ イ ドを 包接 し酸部，ア ル ゴ
ール 部

を保護 し ， 天然 ピ レ ス リン の 農業利用 へ の 途 を 開 い た ．

　 3。　 ロ テ ノ ン
e・1B−22

’
4z

’
i3

’
45

）
51 ’55 ）

　 必須 構造部分 ， 選択毒性や易分 解性 の 原因 を 知 る試み

を行 な っ た．“ c 一標識 ロ テ ノ ソ は ミ ク ロ ゾー
ム 酸化酵素

系 で 代謝され 8 種 の 代謝物 を 与 え また光分解 で は 10 種

の 生成 物 を 与 え た ．こ れ らの 変化生成物 の 構造 を決定 し

立体特異的 に合成す る
一

方 ，
卩 テ ノ y 自体 の 理 論的 に 可

能 な 4 種 の 立 体 異性体も こ と ご とく合成 した ．こ れ らを

含 む P テ ノ ン 誘導 体 63 種 （40 は 新規）を用 い 殺虫力や

動 物系 の 電 子 伝達 系阻害力 を測定 し，活性発 現 に 必 要 な

構 造要件を見い だ し た．ク ロ マ ノ ク ロ マ ノ ン 環 が 6a β，

ユ2a β 配置 で 規定 され る立体構造 を もつ 限 り ， 基 本骨格

周辺 に 多少 の 改変 が 加 わ っ て も よ い が，水酸基 は 位置 の

い か ん に か か わ らず 活 性 を低 下させ ， 他方 こ の 極性 をマ

ス ク すれ ば活性 は 回復す る．分子 の 立体構造 と疎水性 が

作用点 で の 親 和 性，体内浸透 の 重要因子 で あ る．以上 の

知見 は ロ テ ノ ン の 作用性 を よ く説 明 し ， 今後 の ロ テ ノ ン

系殺 虫剤開発 の 指針 とな り う る もの で あ る．

　 4． NL プ ロ ピル カーバ メー ト
2G

・
27

・
29

，
so・5s ，54・56・57〕

　 水稲 の 最重要害虫 の
一

つ ツ マ グ ロ ヨ コ パ イ は 各種 の カ
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一バ メ ート剤に 抵抗性 を発達 さ せ ， 防除が 困難と な っ て

きた．一
般 に 試行錯誤的な新薬剤選抜が 試み られ て い る

が ， 著者 は カ
ーパ メ ー ト剤 に つ い て は ア セ チ ル コ リン ニ

ス テ ラ ーぜ（AChE ）阻害機構 の 知見の 集積が 群を抜い て

い るこ と を考慮し系統的 ア プ ロ
ーチ を試み た．抵抗性 の

原 因 と し て一般に 解毒能の 増大 と作用点 の 感受性 の 低下

が あるが，阻害の 動力学的解析 か ら AChE の変性に よ

る AChE と 阻害剤 と の 親 和 性 の 低 下 が 原 囚 で あ る こ と

を つ き とめ た ，そ こ で 変性 AChE へ の 反応性 を増大さ

せ る方向 に カ ーバ メ ートの構造 を改変 す る 方針 を と っ

た．各種 の 試 み の うち カ ル パ モ イ ル 窒素上 の メ チ ル 基 の

改変が成功 の 緒と な っ た ．N 一ア ル キ ル カーバ メート の

殺虫力，
AChE 阻害力は過去に 検討さ れ た が 活性 が あ っ

た の は ，
ヱ〉一メ チ ル 体 と A「

，
N 一

ジ メ チ ル 体だけ で あ っ た ．

しか し著者 は 抵抗性 ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ で は AChE が 変

性 し て い る こ とに 着目 し ，
N 一

ア ル キ ル 体 の 再検討 を行

な っ た と こ ろ ， 各種の カ ーバ メ ート に つ い て 阻害力は

N 一プロ ピ ル （と きに ブ チ ル ）に な る と高 くな る こ と を見

い だ した．この N 一プ ロ ピ ル 体は 抵抗性 の 程度が高 くな

る ほ ど阻害力が 高く な る とい う興味あ る 特性 を 示 し た

が ， 殺 虫力に つ い て は 感受性 ， 抵抗性両系統に た い し不

十分で あ っ た ．と こ ろ が N 一
メ チ ル 体 と プ ロ ピ ル 体 と を

混合す る と殺虫力は 実用 域 に 達 した ．この 共 力効 果は 各

種 の カーバ メ ートに つ い て 認 め られ ， 従来知 られ て い る

どの 機構 と も 異 な り，作用 点 の AChE の レ ベ ル で 起 き

て い る こ と が 示 され た ．酵素反応速度阻害や電気泳動 の

結果 か ら抵抗性系統 の AChE に は 二 つ の 阻害部位 が あ

り
一つ は N 一メ チ ル 体 に ， 他 は N 一プ ロ ピ ル 体 に 感受性

で あ る の で 両者 の 混合物 に よ る阻害が 最も効率が よ い の

で あ る．室 内淘汰で 抵抗性 を 強度 に 発達 させ る と N 一プ

ロ ピル 体感受性部位 の 割合 が ふ え N 一プ P ピル 体だけ で

十分 な殺虫力 を 呈す る に い た る．他方 N 一プ ロ ピ ル 体で

淘汰さ れ 抵抗性 に な っ た もの は N 一メ チ ル 体感 受性 に も

ど る．混合剤で淘汰し た 場合抵抗性 の レ ベ ル は 上 が らな

い ．殺虫剤抵抗性に つ い て こ の よ うな例は 初 め て で あ

り， 抵抗性克服 の デザ イ ン として 意義が あ る．

　 5・　 有機 リン 殺 虫剤
16・t7・2i・25・28・32・34’SS，50）

　 こ の 大部分 は チ オ ノ 型 で あ リオ キ ソ ン 型 に 代謝 され て

初め て AChE の 阻害を行な うが ， こ の 変換 は きわ め て

複雑 な過程を伴 うこ とが明 らか に された，Phosphorodi −

thioate 類 の ミ ク ロ ゾーム ーNADPH 系 ， 過 酸 と の 反 応

を
1802

や
180H2

の 存在下行な っ た結果 ， チ オ ノ 型が 不

安定 中間体 Phospherus 　oxythionate 　lこ酸化さ れ ， こ れ

が 硫黄を失 っ て オ キ ソ ン となる
一

方 ， 転位 して phos −

phinyl　disulfideと な り， ま た 加水分解 して リ ン 酸，チ

オ リン 酸 と 脱離基部分と に な る こ と を示 した ．この 中間

体 の 想定 に よ り従来不可 解な代謝反応 が説明可能 に な っ

た．ま た チ オ ノ 型 リン 剤 か ら安全評価上重要 な チ オ P 化

合物が生体条件下で 生成する こ と を 示 した ．さらに S一

ア ル キ ル ボ ス ホ ロ チ オ tz・一 トの 活性化 と解毒 の 機構 を 明

らか に した ．

害虫 の 化学生態学的研究
55・7e・s°）

　 害虫防除 の ア イ デ ア を化学物質を介す る 生物間の 相互

作用か ら得 る こ と を 志 し，貯穀害虫の 産 卵行動 ， 配偶行

動 ， 摂食行動を制御す る生 態相関物質 の い くつ か を解明

した ．

　 1・　ア ズキゾウ ム シ
e4 ・eg ・

Tl −74
・79）

　 こ の 虫は密度が 低 い と きは 寄主 の ア ズ キ間 に ほ ぼ均等

に 産 卵 し ， 密度 が高 くな りア ズ キ 1 個当 りの 産卵数が幼

虫を養い う る 限度を こ え ると過剰卵は 自然 に 死滅 し ， 初

期 に 産みつ けられ た 適正 数 の 卵 だ け が孵化 し豆 に 食入 ，

生育する．ア ズ キ ゾ ウ ム シ が 豆 に なす りつ けた 物質が 目

印 フ ェ P モ ン と し て 働 く
一

方 ， 過剰産卵 に 応 じ量 が 増す

と 殺卵作用を呈す る た め で あ る こ と が判明 し た．こ の 物

質は 16 種の 炭化水素，6 種 の 脂肪酸，こ れ を含む ト リ

グ リ セ リ ドか らな る．ヨ ツ モ ン マ メ ゾ ウ ム シ ， ブ ラ ジ ル

マ メ ゾ ウ ム シ に つ い て も同様 の 知見 を得た ．マ メ ゾ ウ ム

シ 類 の 密度調節機構が 化学的 に 解明 さ れ た の み な らず，

食用油な どを豆 に 塗布す る こ と に よ る害虫防除の方法が

拓 か れた．さらに ア ズ キ ゾ ウ ム シ の 配偶行動 に つ き研究

し 誘引行動 と は 別 に 交 尾 行動 の み を誘起す る 新 し い 型 の

フ ェ ロ モ ン （Erectin ）を発見し た．本物質は 単独 で は活

性 の な い 二 つ の 区分 の 共力作用 で 効果 を 呈す る．一つ は

8 種 の 炭化水素 か らな り ， 他は （E ）
−3，7−dimethyl −1−oct −

ene −1，8−dioic　acid （マ メ ゾ ウ ム シ 酸） で あ る．こ の 合成

物 と炭化水素 を つ け た ダ ミーに雄を交尾射精 さす こ とが

で き ， こ れ に よ る害虫の 密度低下 の 可能性 を 検討 し て い

る．

　 2．　 コ クゾウ
59−6t

’
e5’TO ’

76
’
79）

　本虫は 貯蔵害虫 で あるが ， と こ ろ に よ っ て小麦 ， トウ

モ ロ コ シ ， イネが成熟す る際 ， 倉庫か ら 圃場 に 飛来 し，

収穫後 加害を行な う．こ れ ら の 穀実中 の hexanoic 　acid
，

γ
一nonalactone 　2−phenylethanol な ど の微量物質が 誘引

効果を 示す こ と を 明 ら か に し た．

　3・ ケナガ コ ナダ ニ
62・6s ・T6 ・TT ・79）

　多くの 貯蔵食品
・
飼料に 繁殖す る ダ ニ で と くに チーズ

に よ くつ く．チ ェダーチ ーズ か ら誘引行動 を支配 す る物

質を分離同定 し た．メ チ ル ケ トソ 類 と 3一メ チ ル ブ タ ノ

ール と の 間 で 共力作用が あ る こ と ， ま た 8−nonen −2−one
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が 誘引の 主体 で あ る と同時 に 自然の チ ーズ フ レ ーバ ーを

呈する こ と を 示 し た ．

　 こ の ほ か カ メ ム シ
5s・75）

， ク ロ ナ ガオサ ム シ
66）

， ヒ メ マ

イ マ イ カ プ リ
6e ）の 防御物質 ， ア ゲ ハ チ ョ ウ幼 虫 の 臭角分

泌物
6
剛 ヤ マ トシ ロ ア リの 道 し るべ 物質

6S）
に つ い て も若

干 の 研究を 行な っ た ．

　以上 の ご とく著者 は害虫防除剤 の 創 出に お い て ， 生 物

現象 の 解析 に 示唆 を求 め る パ イ オ ラ シ ・ ナ ル デザ イ ン の

可能性 に つ い て 多 くの 実例を示 し た．作物保護 の や り方

は 科学 の 進歩 と社 会の 意識変化を 車 の 両 輪 と し て 徐々

に ， し か し着実 に 変 わ りつ つ あ り， こ の な か で 農薬と い

う化学物質 の 姿も役割も ま た 必然的 に 変 わ る も の と考え

る
80・81）．

　本研究の 大部分 は 東京農業大学農薬化学研究 室 に お い

て故山本 亮教授 の 指導 の 下 で 開始され た もの で ，
こ の

うち化学生態学的研究 は 現本 田　博教授 の 協 力 に よ る と

こ ろ大で あ る． ピ レ ス ロ イ ド，
ロ テ ノ ン の 研究は J・E ・

Casida教授 〔California大学，　Berkeley校）の 指導 の 下

に 開始され た も の で あ る ，こ の ほ か 多数 の 方 々 の 研究協
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　　　　metabolic 　fate　 of 　pyrethrin　I，　pyrethrin　II　 and

　　　　allethrin ，」Buil．再
7。　H ・0 ．44，347 （1971）

48》 1．Yamamoto ： Mode 　of 　action 　of 　synergists 　in

　　　　enhancing 　the　insecticidal　activity 　of 　pyrethrum

　　　　and 　 pyrethroids ，　 Jn “Pyrethrum ，　 the 　 NaturaI

　　　　Insecticides，
”

ed ．　 by 　 J．　 E ．　 Casida，　 Academic

　　　　Press，　London ，　pp ．195−210，1973
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49＞ 山本　出 ： ピ レ ス ロ イ ドの 殺 虫効力 と共力剤 の 作

　　　用機構 ， 農学集報 17，273 （1973）
50）　LYamamoto ： Mo1ecular 　sites 　of 　bioactivation

　　　of　insecticides，　Environ ．2uaJ．　 Saf．，　Suppl．　Vol．

　　　III、336 〔1975）
51）　山本　出： 殺 虫剤作 りあ の 手 こ の 手，農薬誌 2

，

　　　549　（1977）
52）　1．Yamamoto ，　 N ．　 Kyomura ＆ Y ．　 Takahashi ：

　　　Joint　insecticidal　effect 　of 　N −propyl−　and 　ム厂一

　　　methylcarbamates 　on 　the　green　rice 　leafhopper，

　　　resistant 　 to　aryl 　 N −methylcarbamates ，　 Rev ．

　　　Plant 　Prot．1〜es．11，70 （韮g78）
53） 山本 　出 ・深見順

一
編 ：

‘‘
農薬 デ ザ イ ソ と 開 発指

　　　針
”

，
ソ フ トサ イ ヱ ン ス 社，1979

54） 山本　出 ： 農薬 の 分子設計
一

殺虫剤，
“

農薬デ ザ

　　　イ ン と開発指針
”

，山本　出
・
深見順

一
編 ，

ソ フ ト

　　　サ イ エ ン ス 社 ， pp．891−928 ，
1979

55）　山 本 　出 ： 虫害防除，
‘‘
農薬デザ イ ソ と開発指針

”

，

　　　山本　出 ・深見順
一
編，ソ フ トサ イ エ ン ス 社 ， pp ，

　　　1143 −1154
，　1979

56）　1．Yamamoto ： Arational 　approach 　in　finding

　　　chemicals 　 for　 control 　 of 　 resistant 　 green　 rice

　　　leafhopper，　In
‘‘Sensible　Use　of 　Pesticides、

”
cd ．

　　　by 　M ．　H ，　Tetangco ．　Food 　and 　Fertilizer 　Tech −

　　　nology 　Centcr ，　pp．144−150，1979

57 ）　1。Yamamoto ．　 Y ．　 Takahashi ＆ N ．　 Kyomura ：

　　　SupPression　of 　altered 　acetylcholinesterase 　of

　　　the　green　 rice 　lcafhopper 　by 　N −propyl 　and 　N 一

　　　皿 ethyl 　 carbamate 　 combinations ，　fn 　
f’
Pest　Rc−

　　　 sistancc 　to 　Pesticides，
”

eds ．　by 　G ．　P ．　Geerghiou

　　　＆ T ．SaitQ，　Plenum 　Press，　New 　York ，　pp ，579−

　 　　 594 ，1983

　 11・ 化学生態学関係

　 （58−74 原著論文）

58）　T ．Tsuyuki ，　 Y ．　 Ogata ，1．　 Yamamoto 　＆　K ．

　　　Shiomi ： Stink　bug 　 aldehydes ，　 Agric ．　 Biol ．

　　　 Chem ．29，419 （1965）
59）　 H ．Honda ，1．　 Yamamoto 　＆　R 　Yatnamoto ：

　　　 Attractant 　 for　 rice 　 weevil ，　 SitoPhilus　 2eama
−is

　　　Motschulsky 　（Coleoptera ： Rhynchopheridac ＞、

　　　from 　 rice 　 grains： bioassay　 method 　 for　 the　 at −

　　　traCtanCy 　Of 　riCe 　grainS 　tO　 riCe 　WeevilS ．　ApPI ・

　　　 Entomot ．　Zool．4，23　（1969）

60）　H ．Honda ，1．　 YamamQto ＆ R 　Ya 皿 amoto ：

　　　Fractionation 　 of 　rice　 grains　 and 　 the 　 nature 　 of

　　　the　crudc 　attractive 　fraction，　A 夕♪1．　Entomol ．

　　　ZooJ．4，32 （1969）
61）　 KOhsawa 、　 K 　 Oshi 皿 a ，1・Yamamoto ＆ R ・

　　　 Yamameto ； Anew 　type 　 olfactometer 　for　 rice

　　　 weevjls ，　APPI ．　Ent ・mol ．　Zool．5，121 （1970）

62）　 T ．Yoshizawa ．　 1・Yamamoto ＆ RYama 皿 oto ：

　　　Attractancy 　 of 　 some 　 methyl 　 ketones　 isola七ed

　　　from 　 cheddar 　 cheese 　 for　 cheese 　 mites ．　 Botyu −

　　　Kagaku 　35，43 （1970）

63）　T ．Yoshizawa ，1．　Yamamoto ＆ RYamamoto ；

　　 Synergistic　 attractancy 　 of 　 cheese 　 components

　　 for　 cheese 　 mites ，　 Tyrophagus　putrescentiae，

　　 Botyu ＿Kagahu 　36，1　〔1971）

64）　K ．Oshima ，　H ．　 Honda ＆ 1，　Yamamoto ： Isola−

　　 tion　 of 　 an 　 oviposition 　 marker 　from　 azuki 　 bean

　　 weevil ，　 CaltosobruchUS　ehinensis 　（L ），　Agric ・

　　 BioJ．　Chem ．37，2679 （1973）

65）　 R ．Yamamote ，　 K ．　 Ohsawa ，　 H ，　 Honda ＆ 1，

　　 　Yamamoto ： Attractants 　 for　 rice 　 weevi1 ，5ito−

　　 phigus　geamais 　Motschulsky ，　isolated　from 　corn

　　　9「ains ，　 Envt 「on ・9ual・Saf．，　 Suppl．　VoL 　III，663

　　　（1975）
66｝ 大島康平 ・本 田　博

・
山本　出 ：　 日本産 ク ロ ナ ガ

　　　オ サ ム シ お よ び ヒ メ マ イ マ イ カ ブ リ の 防御物質中

　　　の 酸性成分 ， 農学集報 2e，109（1975）
67） 大島康平 ・本田　博 ・山本　出 ：　 日本産 ア ゲ ハ チ

　　　ョウ類の 臭角分泌物 ， 農学集報 20，117 （1975）

63） 本 出 博 ・大島康平
・
山本 出： ヤ マ トシ ロ ア リ

　　　の 道 し る べ 物質 の 化学的 性状 ， 農学集報 20
，

121

　　　（1975）
69）　1．Ya 皿 amoto ： ApProaches 　 to　 insect　 control

　　　based 　on 　chemical 　ecology − case 　studies ．　Envi −

　　　ron ．9ual．　Saf．5，73 （1976）
70）　1．Ya 皿 amoto ，　 K ．　Ohsawa ，　H ．　Honda ，　S，　Kato

　　 　＆　 R ． Yamamote ： Attractants 　 of 　 the　 rice

　　　weevil ，　 Sitophitus　 eeamais 　Motschulsky ．　in　rice

　　　and 　corn ，　 Proceedings 　of 　 the　Joint　United

　　　States−Japan　 Seminar　 on 　 Stored　 Product 　 In−

　　　sects ，　P。88 （1976）

71）　H ．Honda ，　K 　Oshima ＆ 1．　Yama 皿 oto ： Ovipo −

　　 　 sition 　 maTker 　 of　 azuki 　 bean 　 weevi1 ，　 C αlloso−

　　　bruchus 　 chinensis 　 L ．，　 Proceedings 　 of 　 the 　 Joint
　　　united 　states−Japan　Seminar 　on 　stored 　Product

　　　Insects，　p．116 （1976）

72）　K ．Tanaka ．　K 　Ohsawa ，　H ．　Honda ＆ 1．　Yama −

　　　moto ： Copulation 　 release 　 pheromone ，　 erectin ，

　　　from　 the 　 azuki 　 bean 　 weevil （Callosobruohus

　　　chinensis 　L ．）．ノ．　Pesticide 　5
’
ci．6，75 〔1981）

73）　 K ．Tanaka ，　K ．　Ohsawa ，　H ．　Honda ＆ 1．　Yama −

　　　moto ：　Synthesis 　o 正　 erection ，　 a 　 copulation

　　　release 　 pheromone 　 of 　 the　 azuki 　 bean　 weevil ，

　　　Caltosobruchus　 chinensis 　L ．，∫．　 Pesticide　 Sci．7、

　　　535　〔1982）
74）　K ，Mori ，　 T ．　 Ito，　 K 　Tanaka ，　 H ．　 Honda ＆ 1．

　　　Yamamoto ： Synthesis 　 and 　 biological　 activity

　　　of 　optically 　active 　forms 　of （E ）
−3

，7−dimethyl −2−

　　　octene 一且，8−dioic　acid （callosobruchusic 　acid ）．　 A

　　　component 　of 　the 　 copulation 　release 　pheromone
　　　〔erectin ）of 　the　 azuki 　bean　 weevil ．　 Tetrahedron

　　　39，2303 （1983）

　 （75
−81　総説 ・図書）

75＞　山本　出 ・緒 方行治 ： 昆虫と臭い
・臭気成分 が 解

　　　明 さ れ つ つ あ る ，化学 と 生物 3，304 （1965）

76）　1．Yamamoto ＆ RYamamoto ： Host 　attract −

　　　 ants 　for　the　 rice 　 weevil 　 and 　the　 chccse 皿 ite，
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77｝

78｝

79｝

80）

81）

ln　
’
℃ on 廿 010f 　 Insect　 Behavier　 by 　Natural

Products
，

”
eds ．　 by 　D ．　 Wood ，　 R ．　 M ．　 Silverstein

＆ M 。Nakajima，　Academic 　Press、　London ，　pp ．

331−345，1970

T ，Yoshizawa ，1．　 Yamamoto ＆ RYamamoto ：

Isolation　and 　structural 　elucidation 　of 　cheese

components
，
　 which 　attract 　 the　 cheese 　 mite ，

Tyr ・Phagus 伽 〃 θs   彦iae，　 Mem ・Tohyo σ伽 ・

Agrie．15，1　（1972）
山本 出 ・本 田 博 ・大沢貫寿 ： 害虫行動の 化学

生態学的研究 ， 家屋害聖 7 （8），8 （1980）
LYamamoto ： New 　 approaches 　to　 con 廿 010f

stored 　product　insects，　Proceedings 　 of 　the　3rd
National 　 Food 　 Research 　 Institute− The 　 United

Nations 　University 　Workshop ，　p ．　34，1983

山本　出 ； 新 しい 農薬研究一化学生態学的 ア プ ロ

ー
チ，化学 と 工 業 35，472 （1982）

山本　出： 農薬科学 こ れ か ら， 農薬誌 8
，
627

（1983）

11L　そ の 他の業績

Sinomenine 　alkaloid 関係

Chlorinated　hydrocarbens 関係

Organothiecyanates ，　organonitriles 関係

Juvenoids関係

TCDD 関係
Mepronil 関係

後藤格次 ・山本

編

編

編

編

編

編

7112141

　　　　　　　　出 ： モ ル フ ィ ソ の化学 ，

“

生 物化学

　最近の進歩
’t

， 第
一

集 ， 技報堂 ， pp ．108−146
，
1955

山本 出 ・西村民 男訳 ： ヘ テ ロ 環状化合物の 化学（A ・

　A ．Morton 原著），技報堂 ， 上 巻 （1958）， 下巻 （1960）
山本　出監訳 ： 浸透性殺菌剤，RW ・Marsh 編 講

　談社 ，
1976

山本　出： サ イ ク ロ デ キ ス ト リ ン の 農薬 へ の 応 用 ，

　フ レ グ ラ ン ス ジ ャ
ー

ナ ル No 、63
，
95 （1983）

山本　出 ： 作用様式研究 へ の 標識農薬 の 利用 ，

　RadioisotoPes　18，　48　（ユ969）
山本　出 ： 放射性 同位元素 を 用 い た 農薬研究 一合成

　と代謝研究 の 事例， Butl・Radioisot・Res ．　 Inst・，

　Tohyo　Univ．　Agrio．　No ．1，117 （1980）
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